
３月定例会報告 2P
一般質問 7P
議会構成　　　　　  17P
議会活動について 18P
議会報告会について 20P

目　次

にしあいづ
議会だより

No.161　2023.４.30（令和５年）

未来に向けた地域資源の活用を考えたい。 写真：長橋幸宏さん
ながはしゆきひろ



2議会だよりにしあいづ／令和５年４月／161号

令和５年３月定例会

３月議会定例会は３月１０日〜２３日まで行われ町から提出された全議案２８件と
議会案１件について全て原案の通り可決・同意した。また一般質問では９名が登壇
し、町の考えや対応を問いただした。

全会計の歳出総額は 99億9,350万２千円
 一般会計は 63億8,300万円 を計上
令和５年度の一般会計は、63億8,300万円で令和４年度と比較して１億6,300万円（2.6%増）

となった。主な内容としては、新規事業として空き家利活用事業や町議会議員選挙経費、継続
事業として豪雨災害に伴う公共施設災害復旧費、農業公社設立準備事業などが計上された。

自然体験魅力デザイン事業

町が有する地域資源をアウトドア資源とし
て活用するグランドデザイン（基本構想）を
作成することを目的に行う。町と包括協定を
締結している（株）モンベルとの連携により
地域資源の現状・課題などを抽出し、具体的
なエコツーリズムの検討・提案、アウトドア
関連拠点施設整備の検討・提案などを行う。

空き家利活用事業

町では、空き家バンク事業や空き家整備補
助事業などにより空き家の利活用促進を図っ
ている。町では新たに賃貸物件を希望する利
用者に向けた移住促進住宅を整備する。町が
空き家を借り受け、改修を行なった上で賃貸
住宅として移住者に貸し出す形となる。家賃
の収受や建物の管理は、民間の管理会社に委
託する。

議会が注目！新年度の重要政策
新年度予算に計上された事業の中から２つの事業について注目しました。
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義務的経費の内訳
伊藤 一男 議員

問 近年、義務的経費が増加しているが、
令和５年度は、前年度に比較して、
どのような見込みになるのか。

答	人件費、11億6,246万２千円（前
年比4.1％増）、扶助費４億2,498
万４千円（前年比2.7％増）、公債費
８億2,193万６千円（前年比4.4％
減）、合計24億938万２千円（前年
比0.8％増）となっている。

各課横断的な組織づくり
小林 雅弘 議員

問 分野が多岐に渡るような事業につい
て各課横断的な組織が必要になるの
では。

答	役場内に事業連携推進会議を設置し
た。副町長を中心にそれぞれのテー
マに関係する各課長を集めプロジェ
クトチームを形成した。具体的には、
移住定住、少子化、後継者対策など
重要事業をテーマとしている。各課
で実施している事業の関連について
も、会議の場で協議し合いながら課
題解決のために取り組んでいく。

委託料の内訳
猪俣 常三 議員

問 一般会計における委託料の内訳は。
答	委託料の主なものとしては、温泉管理保養セン
ター、ケーブルテレビ施設の指定管理手数料
４億720万5千円、町民バス委託料7,914万円
３千円、ゴミ収集委託料3,892万８千円、除雪
委託料１億6,695万４千円となっており、国県
支出金や起債などを充当している。

協働のまちづくり事業
荒海 正人 議員

問 協働のまちづくり推進事業などで生
まれたアイデアの具現化は。

答	それぞれアイデアが生まれている。
今後アイデアを具現化していく予算
として需要費など32万2千円ほど計
上している。

物価高の影響について
多賀 剛 議員

問 昨今の物価高、原油高における予算への影響に
ついて、町としてどのように考えているのか。

答	物価高騰における影響については大きいと考え
ているところであり、令和５年度一般会計にお
ける電気料金については4,312万6千円の増加
（前年度比約51%増）となっている。今後、国
などの物価高騰対策などを注視しながらの財政
運営を行なっていく。

財政運営見通し
三留 正義 議員

問 財政指標が好転したという答弁に対して、各種
交付金が増加したことが要因と考えるが、町の
認識は。

答	新型コロナ対策により、特に特別交付税が大幅
に増加したことから財政指標が好転した。今後
の交付税措置により町の財政が左右されること
にもなることから、今後も国などの動向を注視
していく。

感染症への考え方について
多賀 剛 議員

問 新型コロナ対策が緩められつつある中で今後の
事業やイベント開催などにおける町の考えは。

答	新型コロナの扱いが、感染症法上の５類に引き
下がることで、これまで実施できなかった事業
が実施されると考えている。感染状況を見極め
ながら、実施していく予定でいる。

このような
質疑を経て　令和５年度予算案を可決
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ICT教育の推進について
上野 恵美子 議員

問 ICT教育推進における評価は。
答	ICT機器を活用した学習機会は、ICTに慣
れ親しむという観点からも必要である。
学習用具の一つとして活用されはじめて
いることから、今後の効果にも期待して
いるところである。

首都圏企業との共創プロジェクト
荒海 正人 議員

問 首都圏企業との共創プロジェクトの内容
は。

答	これまで関係を築いてきた主要２社を中
心に官民連携のプロジェクトを立ち上げ
る予定。また移住環境に向けたヒアリン
グを実施していく。

地域おこし協力隊活動の検証
秦 貞継 議員

問 地域おこし協力隊活動の課題についてど
のように考えているか。

答	３年後に定住することができるようにす
ることが、今後の課題。定期的に実施し
ている打ち合わせなどを通じて隊員に寄
り添っていく。

出ヶ原和紙の活用について
多賀 剛 議員

問 出ヶ原和紙に関する町の関わり方は。
答	出ヶ原和紙の有効活用を目指して公民館
で講座を開催している。令和５年度以降
は、和紙づくりの継承に向けた任意団体
も立ち上がることから、今後も連携して
取り組んでいく。

スクールバス運行における安全性確保
秦 貞継 議員

問 スクールバスの取り残し対策など安全性
の確保についての取り組みは。

答	こども園スクールバスにおいて安全装置
の設置が義務化されたことから令和4年度
中には各種装置の設置を完了させる。

子育てコミュニティ施設の運営について
荒海 正人 議員

問 令和5年度における運営体制は。
答	施設管理については、シルバー人材セン
ターに引き続き委託する。運営体制の確
立についても引き続き検討していく。ま
た遊具の追加や施設整備がされたことに
ついても子育て家庭へ周知していく。
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３月定例会 審議議案と結果
上程議案・概要 結果

令和５年度予算

一般会計予算　63億8,300万円（前年度比2.6%増） 可決

工業団地造成事業特別会計予算　8,867万6,000円（前年度比0.0%） 可決

住宅団地造成事業特別会計予算　631万6,000円（前年度比0.0%） 可決

後期高齢者医療特別会計予算　1億588万6,000円（前年度比1.5%増） 可決

国民健康保険特別会計予算 
事業勘定 7億6,538万円（前年度比2.4%増）
診療施設勘定　3億3,854万8,000円（前年度比12.3%減）

可決

介護保険特別会計予算　11億8,930万6,000円（前年度比0.7%増） 可決

水道事業会計予算
収益的収支　2億6,039万8,000円（前年度比1.3%増）
資本的収入　1億4,301万3,000円（前年度比7.4%減）
資本的支出　2億5,360万1,000円（前年度比6.4%減）

可決

下水道事業会計予算
収益的収支　3億5,487万1,000円（前年度比3.8%増）
資本的収入　1億6,094万1,000円（前年度比4.6%増）
資本的支出　2億4,752万円（前年度比3.0%増）

可決

令和５年度補正予算

一般会計予算補正予算（第１次）　8,000万円増額
新型コロナウイルスワクチン接種関連事業による 可決

令和４年度補正予算

一般会計補正予算（第８次）　2,000万円増額　除雪費用の増額を先決処分したもの 可決

一般会計補正予算（第９次）　2億9,353万2,000円減額 可決

後期高齢者医療特別会計補正予算（第1次）　20万5,000円減額 可決

国民健康保険特別会計補正予算 （第３次）
事業勘定 2,664万7,000円増額
診療施設勘定　850万3,000円減額

可決

介護保険特別会計補正予算 （第3次）　967万6,000円増額 可決

水道事業会計補正予算（第2次）
収益的収支　50万6,000円減額
資本的収入　3,304万9,000円減額　資本的支出　3,659万7,000円減額

可決

下水道事業会計補正予算（第2次）
収益的収支　270万9,000円増額
資本的収入　1,178万2,000円減額　資本的支出　799万8,000円減額

可決
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３月定例会 審議議案と結果
上程議案・概要 結果

条例の制定

町個人情報保護法施行条例
令和５年４月より改正個人情報保護法が施行されることに伴い新たな条例を制定し関係する条例
の改正を行うもの

可決

町犯罪被害者等支援条例
犯罪などにより被害を受けた方、また、その家族や遺族がその被害の軽減や生活再建を図り、地
域において安全で安心した暮らしを送ることができるよう相談支援や情報提供のための窓口設置
するなどについて新たに町の条例を定めるもの

可決

条例の一部改正

町議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例　
選挙法施行令の改正に伴い公営単価が改正されることによる改正 可決

町税条例　
扶養親族などの申告書の変更、固定資産税について町の納期の平準化を図る観点から納期の改正
をするもの

可決

町こゆりこども園条例
児童福祉法改正により放課後児童クラブの設備及び運営について市町村条例で定めることとされ
たことにより改正

可決

町国民健康保険条例
出産育児一時金の支給額について全国一律に引き上げられることに伴い出産育児一時金の支給額
を増額するため所要の改正を行うもの

可決

町道路占用料徴収条例　
道路法施行令の改正に伴い電柱や看板などの道路占用料の額を改正するもの 可決

条例の廃止

町農地等災害復旧事業分担金徴収条例
近年の気候変動の影響により大規模自然災害が激甚化・頻発化していることから被災した農地な
どの迅速な復旧を営農者の負担軽減を図るために農地等災害復旧事業に係る受益者負担分担金制
度を廃止するもの

可決

計画の変更

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更 可決

町過疎地域持続的発展計画の変更 可決

人事案件

教育委員会教育長の任命について
■五十嵐正彦さん（西林） 同意

監査委員の選任について
■小柴敬議員（議会選出） 同意

議会案件

町議会の個人情報の保護に関する条例 可決
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○多賀剛議員（８ページ）
　①少子化対策、子ども・子育て支援について
　②ＪＲ野沢駅・磐越西線の活性化について
○武藤道廣議員（９ページ）
　①令和４年８月の豪雨災害対応と総括は
　②町におけるふるさと応援寄附金制度の

現況と今後の進め方は
　③安全・安心に暮らすための環境保全に

ついて
○小柴敬議員（10ページ）
　①令和５年度予算及び施策について
○青木照夫議員（11ページ）
　①少子化対策について
　②交流人口について
○荒海正人議員（12ページ）
　①自立した地域づくりについて
　②移住定住政策について
○小林雅弘議員（13ページ）
　①西会津町の医療体制について
　②介護について

○上野恵美子議員（14ページ）
　①高齢者を支える体制づくりについて
　②リビングウィルについて
○猪俣常三議員（15ページ）
　①奥川健康マラソンについて
　②要介護者の移動支援について
　③介護福祉について
○秦貞継議員（16ページ）
　①町職員の人材育成及び採用について

※掲載ページは抽選による。
※掲載記事は２項目まで。

町政を問う町政を問う
ここが聞きたい　９人が登壇ここが聞きたい　９人が登壇
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関
の

連
携
を
図
り
、
子
ど
も
や

そ
の
家
族
に
寄
り
添
っ
た

サ
ポ
ー
ト
に
努
め
る
。

問
こ
ど
も
園
で
の
病

後
児
保
育
の
検
討

は
で
き
な
い
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

実
施
す
る
に
は
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
な

ど
新
た
な
体
制
整
備
が
必

要
。
子
ど
も
の
病
気
な
ど

で
看
護
が
必
要
な
時
に

は
、
ま
ず
休
暇
制
度
を
利

用
し
た
保
護
者
の
休
暇
の

取
得
や
家
族
の
協
力
な
ど

で
対
応
し
、
今
後
は
、
病

後
児
保
育
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
で
き
な
い
か
検
討
す

る
。

る
。
協
議
会
の
設
置
検
討

に
は
、
沿
線
自
治
体
、
Ｊ

Ｒ
、県
と
の
連
携
を
図
る
。

問
野
沢
駅
を
Ｊ
Ｒ
東

日
本
か
ら
無
償
譲

渡
を
受
け
ら
れ
な
い
か
。

答
企
画
情
報
課
長

駅
舎
の
譲
渡
に
関

し
て
は
、
野
沢
駅
は
単
な

る
通
過
駅
で
は
な
く
、
始

発
及
び
終
点
が
あ
り
、
そ

の
対
応
の
た
め
列
車
が
駅

構
内
に
留
置
さ
れ
、
運
転

士
な
ど
の
宿
泊
す
る
機
能

を
有
し
て
お
り
、
短
期
間

の
う
ち
に
駅
舎
を
譲
渡
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
町
と

し
て
は
、
駅
舎
の
譲
渡
を

受
け
る
に
は
相
当
の
時
間

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
野

沢
駅
の
活
用
・
魅
力
化
に

向
け
、
実
施
可
能
な
も
の

か
ら
、
町
民
と
共
に
考
え

官
民
連
携
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ

新
潟
支
社
と
協
議
を
行

う
。

野
沢
駅
の
活
性
化

問 

磐
越
西
線
・
野
沢
駅
の
活
性
化
は

答 

Ｊ
Ｒ
・
沿
線
自
治
体
・
町
民
の
協
働
で
進
め
る

問
磐
越
西
線
の
利
用

促
進
に
向
け
た
沿

線
自
治
体
と
の
利
用
促
進

協
議
会
の
よ
う
な
組
織
と

活
動
が
必
要
で
は
な
い

か
。答

町
長

国
の
「
鉄
道
事
業

者
と
地
域
の
協
働
に
よ
る

地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
刷
新

に
関
す
る
検
討
会
」
で
、

輸
送
密
度
の
低
い
区
間
を

対
象
に
バ
ス
な
ど
へ
の
転

換
を
含
め
協
議
を
進
め
る

べ
き
と
い
っ
た
提
言
が
出

さ
れ
る
な
ど
、
路
線
維
持

に
対
し
て
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
。
被
災
し
た
鉄
橋

の
復
旧
に
は
鉄
道
軌
道
整

備
法
に
基
づ
き
、
最
低
十

年
の
長
期
運
行
計
画
の
策

定
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
今

後
の
運
行
は
担
保
さ
れ

改装された野沢駅

多賀　剛 議員
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一
般
質
問

9

問
豪
雨
災
害
の
激
甚

災
害
指
定
に
よ
る

国
庫
補
助
率
と
工
事
費
の

町
負
担
額
は
。

答
建
設
水
道
課
長

補
助
率
（
農
地

96
％
・
農
業
用
施
設

99
％
・
林
道
施
設
89
．

４
％
道
路
・
河
川
77
．

４
％
）
町
の
単
独
施
設
な

ど
を
含
め
町
負
担
額
は
、

４
１
，
６
６
６
千
円
（
令

和
４
年
度
発
注
分
）

問
被
災
者
負
担
に
対

す
る
支
援
は
。

答
建
設
水
道
課
長

受
益
者
分
担
金
を

徴
収
し
な
い
こ
と
と
し

「
西
会
津
町
農
地
等
災
害

復
旧
事
業
分
担
金
徴
収
条

例
」
を
廃
止
す
る
。

問
災
害
復
旧
工
事
の

計
画
は
。

答
建
設
水
道
課
長

４
年
度
分
の
復
旧

工
事
は
発
注
済
み
で
早
期

完
成
を
目
指
す
。（
町
道

久
良
谷
線
は
５
年
度
発
注

見
込
み
）
作
付
け
に
支
障

が
出
な
い
よ
う
に
工
事
を

進
め
る
。

問
国
・
県
管
理
の
被

害
箇
所
（
道
路
・

河
川
）
の
復
旧
工
事
の
見

通
し
は
。

答
建
設
水
道
課
長

県
道
熱
塩
加
納
・

山
都
・
西
会
津
線
と
奥
川

及
び
笹
川
筋
の
擁
壁
工
や

護
岸
工
は
、
４
件
発
注
済

み
で
工
期
は
令
和
５
年
10

月
２
日
。

問
改
良
復
旧
工
事
の

今
後
の
計
画
は
。

答
建
設
水
道
課
長

町
道
新
町
川
口
線

な
ど
被
災
し
や
す
い
地
区

は
河
川
改
良
事
業
に
よ
る

護
岸
の
嵩
上
げ
に
つ
い
て

県
と
協
議
し
検
討
す
る
。

問
災
害
対
応
の
総
括

と
課
題
解
決
へ
の

取
り
組
み
は
。

答
町
民
税
務
課
長

災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
、
各
課
な
ど
で
役

割
分
担
・
情
報
の
一
元
的

集
約
と
人
命
を
最
優
先
に

応
急
対
策
に
努
め
た
。
そ

の
後
被
害
の
全
容
把
握
と

復
旧
・
被
災
者
支
援
に
対

応
し
た
。
今
後
災
害
予
防

の
た
め
、
奥
川
飯
根
地
区

や
尾
野
本
下
谷
地
区
に
気

象
情
報
観
測
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
。
ま
た
、
防
災

訓
練
な
ど
で
防
災
意
識
及

び
災
害
対
応
力
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

豪
雨
災
害
の
負
担
金

問 
災
害
被
災
者
負
担
へ
の
支
援
は

答 
受
益
者
分
担
金
を
徴
収
し
な
い

答  住みよいまちづくりに全体の約45％が使われる
問  応援寄附金の活用目的は

ふるさと応援寄附金

問
令
和
４
年
度
の
寄

附
総
額
と
経
費
・

収
支
に
つ
い
て
。

答
町
民
税
務
課
長

令
和
５
年
１
月
末

現
在
、
寄
附
総
額
１
８

１
，
６
５
９
千
円
、
経
費

合
計
９
０
，
１
１
３
千

円
、
収
益
９
１
，
５
４
６

千
円
（
寄
附
総
額
の
50
．

４
％
）

問
応
援
寄
附
金
活
用

目
的
は
。

答
町
民
税
務
課
長

住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
（
45
％
以
上
）・
子

育
て
応
援
・
地
域
活
性

化
・
自
然
環
境
保
全
・
災

害
支
援
・
健
康
づ
く
り
・

コ
ロ
ナ
対
策
の
順
で
使
途

の
目
的
先
と
な
っ
て
い

る
。問

返
礼
品
と
返
礼
品

開
発
に
つ
い
て
。

答
町
民
税
務
課
長

返
礼
品
申
し
込
み

は
、
馬
肉
・
米
・
酒
・
加

工
品
・
果
物
の
順
と
な
っ

て
い
る
。
寄
附
者
の
ニ
ー

ズ
に
よ
り
、
牛
肉
や
米
の

レ
ト
ル
ト
パ
ッ
ク
、
加
工

品
な
ど
の
開
発
追
加
を
進

め
て
い
る
。

問
寄
附
金
業
務
委
託

業
者
と
委
託
料
及

び
事
業
推
進
の
た
め
の
改

善
・
今
後
の
進
め
方
は
。

答
町
民
税
務
課
長

委
託
業
者
（
さ
と

ふ
る
・
楽
天
ふ
る
さ
と
納

税
・
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

他
）
の
各
サ
イ
ト
か
ら
の

寄
附
額
は
１
７
７
，
１
３

８
千
円
で
経
費
は
１
８
，

２
１
９
千
円
（
経
費
率

10
．
29
％
）
で
あ
る
。
加

え
て
事
業
運
営
委
託
料
は

寄
附
額
の
５
．
５
％
で
あ

る
。
事
業
推
進
と
改
善
な

ど
の
検
討
は
、
返
礼
品
提

供
事
業
者
と
は
年
度
当
初

に
、
運
営
業
務
委
託
業
者

と
は
月
一
回
、
実
績
・
返

礼
品
選
定
・
開
発
・
対
策

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
と
も
財
源
の
確
保
及
び

地
場
産
品
の
振
興
・
地
域

経
済
の
活
性
化
の
た
め
、

寄
附
金
の
増
額
に
向
け
、

積
極
的
に
取
り
組
む
。

武藤　道廣 議員
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一
般
質
問

10

問
雪
対
策
基
本
計
画

の
見
直
し
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か

答
町
長

基
本
計
画
は
、
快

適
で
安
全
・
安
心
な
冬
期

間
の
暮
ら
し
を
確
保
す
る

た
め
、
克
雪
体
制
の
確
立

を
目
指
し
平
成
28
年
に
策

定
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
策
定

後
６
年
が
経
過
し
、
人
口

減
少
と
高
齢
化
の
一
層
の

進
行
に
よ
る
雪
処
理
の
担

い
手
の
減
少
や
除
排
雪
作

業
員
の
高
齢
化
、
空
き
家

の
増
加
、
さ
ら
に
は
気
候

変
動
に
よ
り
、
雪
に
対
す

る
課
題
が
増
加
、
重
大

化
、
複
雑
化
し
て
お
り
、

冬
季
間
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
全
・
安
心

に
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る

よ
う
、
令
和
５
年
度
新
た

に
「
西
会
津
町
地
域
安
全

克
雪
方
針
」
の
策
定
と

「
雪
対
策
基
本
計
画
」
の

見
直
し
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
に

答  雪に強い快適な環境づくりを進める
問  雪対策基本計画の見直しについて

令和5年度施策

お
け
る
死
傷
事
故
の
防
止

や
、
除
排
雪
作
業
時
な
ど

に
お
け
る
安
全
確
保
の
取

り
組
み
を
定
め
る
「
地
域

安
全
克
雪
方
針
」
の
策
定

と
、
雪
対
策
基
本
計
画
の

現
在
ま
で
の
進
捗
や
地
域

課
題
の
変
化
を
踏
ま
え
た

見
直
し
作
業
を
行
う
計
画

で
あ
る
。

　

こ
の
方
針
の
策
定
と
計

画
の
見
直
し
作
業
に
は
、

国
土
交
通
省
の
豪
雪
地
帯

安
全
確
保
緊
急
対
策
交
付

金
（
補
助
率
10
分
の
10
）

を
活
用
す
る
。

　

策
定
に
は
町
民
の
皆
さ

ん
や
関
係
者
に
よ
る
「
雪

対
策
基
本
計
画
等
策
定
委

員
会
」
を
設
置
し
、
検
討

を
進
め
て
い
く
。

　

町
と
し
て
は
、
こ
の
策

定
・
見
直
し
に
よ
り
、
協

働
に
よ
る
雪
に
強
い
快
適

な
環
境
づ
く
り
と
、
災
害

に
強
い
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

小柴　敬 議員
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一
般
質
問

11

問
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
で
結
婚

の
機
会
が
薄
れ
て
い
る
。

以
前
、
婚
活
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
に
依
頼
し
た

経
過
が
あ
る
が
、
そ
の
後

の
結
婚
に
対
す
る
町
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

答
商
工
観
光
課
長

実
行
委
員
会
で

は
、
若
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
「
場
所
」
と
し
て
、

出
会
い
の
創
出
を
図
り

「
日
本
酒
を
楽
し
む
会
や
、

ワ
カ
サ
ギ
釣
り
」
の
交
流

会
を
実
施
し
た
。
令
和
５

年
度
は
県
の
「
結
婚
の
世

話
や
き
人
」
制
度
の
利
用

な
ど
、
結
婚
支
援
に
取
り

組
む
。

問
結
婚
の
マ
ッ
チ
ン

グ
は
、
場
所
を
選

定
す
る
必
要
が
あ
る
。
会

津
管
内
の
郊
外
な
ど
で
、

誰
で
も
気
軽
に
集
ま
り
や

す
い
場
所
を
設
定
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

答
商
工
観
光
課
長

知
っ
て
い
る
場
所

な
ど
で
は
、
集
ま
り
に
く

い
こ
と
か
ら
、
自
然
の
あ

る
マ
ッ
チ
ン
グ
場
所
を
選

定
す
る
こ
と
に
努
め
る
。

結
婚
支
援

問 
結
婚
に
対
す
る
町
の
支
援
は

答 
世
話
や
き
人
制
度
を
利
用

福島県主催の婚活サイト「はぴ福なび」

青木　照夫 議員

答  町の文化遺産として期待できる
問  研幾堂で交流人口の拡大を

交流人口

問
松
下
村
塾
と
匹
敵

す
る
と
い
わ
れ
た

研
幾
堂
は
「
コ
コ
ニ
ア
ル

モ
ノ
」
わ
が
町
の
自
慢
で

あ
る
。
歴
史
や
文
化
を
拡

充
す
る
こ
と
で
誘
客
と
交

流
人
口
が
期
待
さ
れ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

答
商
工
観
光
課
長

先
人
の
歴
史
や
生

活
の
営
み
な
ど
、
研
幾
堂

を
町
の
文
化
遺
産
と
し
て

交
流
人
口
の
増
加
が
期
待

で
き
る
。

問
研
幾
堂
は
、
５
人

の
偉
人
を
輩
出

し
、
日
本
だ
け
で
な
く
世

界
な
ど
で
活
躍
。
当
時

「
猪
苗
代
、
若
松
、
喜
多

方
」
と
繋
が
り
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
「
研
幾
堂
」
物

語
を
開
催
し
、
５
０
０
人

近
く
の
来
場
者
が
あ
っ

た
。
町
の
交
流
人
口
の
拡

大
が
期
待
さ
れ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

答
商
工
観
光
課
長

広
域
的
な
活
動
は

今
後
の
交
流
人
口
に
繋
が

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。渡部思斎（研幾堂創始者）
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一
般
質
問

12

問
奥
川
地
区
の
課
題

に
対
応
す
る
た
め

「
奥
川
地
域
づ
く
り
協
議

会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
運

営
に
集
落
支
援
員
や
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
関
わ
る

こ
と
に
対
し
て
町
の
見
解

は
。答

企
画
情
報
課
長

こ
れ
ま
で
道
路
や

水
路
の
管
理
維
持
な
ど
集

落
機
能
の
維
持
や
地
域
資

源
を
活
用
し
た
集
落
活
性

化
の
取
り
組
み
を
支
援
し

て
き
た
。
協
議
会
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
は
、
設
立

準
備
段
階
か
ら
関
わ
っ
て

答  必要な支援を積極的に取り組む
問  住民主体の取り組みへの支援を

地域づくり

い
る
こ
と
か
ら
今
後
も
積

極
的
に
連
携
し
て
い
く
。

問
住
民
主
体
に
よ
る

地
域
の
活
動
は
、

地
域
へ
の
投
資
と
考
え
町

と
し
て
も
支
援
し
て
い
く

べ
き
で
は
。

答
企
画
情
報
課
長

町
総
合
計
画
に
掲

げ
る
各
地
区
別
ま
ち
づ
く

り
プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
た

め
に
も
奥
川
地
域
づ
く
り

協
議
会
の
設
立
を
モ
デ
ル

と
し
な
が
ら
町
と
し
て
も

必
要
な
支
援
を
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
移
住
定
住
支
援
業

務
に
対
す
る
体
制

強
化
に
つ
い
て
は
。

答
町
長

令
和
５
年
度
の
取

り
組
み
と
し
て
、
移
住
分

野
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
募
集
す
る
な
ど
商
工
観

光
課
内
に
専
門
部
署
を
新

設
し
体
制
強
化
を
図
っ
て

い
く
。

問
町
民
を
移
住
定
住

政
策
に
参
画
さ
せ

る
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
よ
り
地
域
に
根
差

し
た
移
住
相
談
が
実
現
す

る
の
で
は
。

答
町
長

令
和
５
年
度
か
ら

地
域
と
行
政
の
橋
渡
し
を

担
う
「
に
し
あ
い
づ
暮
ら

し
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
住
民

か
ら
認
定
す
る
。
移
住
希

答
町
長

令
和
５
年
度
よ
り

「
空
き
家
利
活
用
事
業
」

と
し
て
町
が
空
き
家
を
借

り
受
け
改
修
し
、
賃
貸
住

宅
と
し
て
移
住
者
に
貸
し

出
す
事
業
を
行
う
。

移
住
定
住

問 

体
制
強
化
に
つ
い
て
町
の
考
え
は

答 

新
年
度
よ
り
専
門
部
署
を
設
け
る

望
者
な
ど
に
対
し
て
生
活

に
関
す
る
情
報
提
供
や
移

住
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提

供
、
移
住
後
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
空
き
家
を
活
用
し

た
住
宅
整
備
な
ど

の
事
例
が
あ
る
が
、
町
で

も
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

設立総会の様子

移住相談の様子

荒海　正人 議員
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小林　雅弘 議員

問
医
療
体
制
に
つ
い

て
今
後
の
方
針

は
。答

町
長

今
後
も
引
き
続
き

常
勤
医
３
名
に
よ
る
医
療

体
制
を
維
持
し
て
い
く
と

と
も
に
引
き
続
き
整
形
外

科
医
と
内
視
鏡
検
査
に
つ

い
て
は
、
他
の
医
療
機
関

か
ら
の
非
常
勤
医
師
の
応

援
で
、
地
域
医
療
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

問
町
民
か
ら
の
要
望

も
あ
る
。
診
療
所

に
歯
科
の
開
設
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

答
町
長

現
在
の
と
こ
ろ
民

間
の
歯
科
医
院
が
２
施
設

あ
り
、
ま
た
、
歯
科
の
開

設
に
つ
い
て
は
歯
科
医
師

を
は
じ
め
歯
科
衛
生
士
な

ど
の
専
門
職
員
の
確
保
や

新
た
な
診
療
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
が
必
要
に
な
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
現
在
の
と
こ

ろ
診
療
所
へ
の
歯
科
設
置

の
考
え
は
な
い
。

問
人
工
透
析
を
診
療

所
で
行
え
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。

答
健
康
増
進
課
長

専
門
の
ス
タ
ッ

フ
、
設
備
が
必
要
と
な
る

の
で
現
状
で
は
難
し
い
。

問
や
ろ
う
と
思
え
ば

で
き
な
い
話
で
は

な
い
。
在
宅
で
の
透
析
と

い
う
方
法
も
あ
る
。
研
究

し
て
は
ど
う
か
。

答
健
康
増
進
課
長

研
究
調
査
と
い
う

点
で
は
、
勉
強
し
て
い

く
。
町
で
は
保
健
指
導
に

力
を
入
れ
、
予
防
指
導
を

行
っ
て
い
く
。

医
療問 

診
療
所
に
歯
科
の
開
設
を

答 
現
在
の
と
こ
ろ
歯
科
設
置
の
考
え
は
な
い

答  町独自では考えていない
問  介護職員の待遇改善を

介護

問
介
護
人
材
確
保
の

た
め
ど
の
よ
う
な

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

町
で
は
、
介
護
職

員
初
任
者
研
修
を
実
施
し

人
材
の
養
成
に
独
自
に
取

り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
介

護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を

取
得
す
る
た
め
の
費
用
を

貸
与
す
る
な
ど
、
将
来
的

な
人
材
確
保
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

問
町
独
自
で
介
護
職

員
の
待
遇
改
善
を

で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答
福
祉
介
護
課
長

待
遇
改
善
は
重
要

な
部
分
だ
が
、
町
独
自
で

待
遇
改
善
は
考
え
て
い
な

い
。問

町
独
自
で
補
助
は

で
き
る
の
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

町
の
規
則
の
要
綱

に
沿
っ
た
補
助
は
で
き
る

が
、
職
員
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
に
使
う
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
、
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

さゆりの園
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問
高
齢
化
の
現
状

は
。

答
福
祉
介
護
課
長

本
町
の
65
歳
以
上

の
高
齢
者
数
は
、
３
月
１

日
現
在
２
，
７
４
５
人
、

高
齢
化
率
は
48
．
４
％
で

あ
る
。
高
齢
者
数
は
減
少

し
て
い
る
が
、
総
人
口
も

減
少
し
て
い
る
た
め
高
齢

化
率
は
年
々
上
昇
し
て
い

る
。
ま
た
、
高
齢
者
世
帯

数
は
独
居
世
帯
を
含
む
高

齢
者
の
み
世
帯
が
１
，
１

６
９
世
帯
で
町
内
全
世
帯

の
お
よ
そ
46
．
３
％
と

年
々
増
加
の
傾
向
に
あ

る
。問

介
護
施
設
の
待
機

者
の
推
移
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

令
和
５
年
２
月
時

点
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
が
68
人
、
介
護
老
人
保

健
施
設
が
67
人
で
、
昨
年

一
昨
年
と
比
較
し
て
も
ほ

ぼ
同
程
度
で
推
移
し
て
い

る
。問

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
利
用
状
況
と
課

答  高齢化率・高齢者世帯数の割合は上昇
問  本町の高齢化の現状は

高齢者を支える体制づくり

題
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

町
内
に
あ
る
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
３
ユ

ニ
ッ
ト
あ
り
、
定
員
数
27

人
満
た
し
て
い
る
。
利
用

が
長
期
に
な
る
こ
と
で
高

齢
と
な
り
、
認
知
症
の
進

行
や
身
体
機
能
の
低
下
な

ど
に
よ
る
容
態
の
変
化
に

対
応
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

が
課
題
で
あ
る
。

問
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
施
設

「
高
陽
の
里
」
の
使
用
状

況
と
今
後
の
取
り
組
み

は
。答

福
祉
介
護
課
長

令
和
５
年
２
月
現

在
、
登
録
定
員
25
人
に
対

し
て
20
人
の
登
録
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
に
お
け
る
利
用
促
進
を

図
る
た
め
に
、
施
設
の
利

点
を
周
知
し
て
い
く
。

問
高
齢
者
生
活
支
援

ハ
ウ
ス
の
利
用
状

況
と
課
題
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

12
部
屋
・
定
員
14

人
の
う
ち
、
今
冬
は
11
部

屋
・
11
人
の
利
用
と
な
っ

て
い
る
。
冬
の
生
活
に
不

安
を
抱
え
た
高
齢
者
に
安

全
・
安
心
な
生
活
の
場
を

提
供
し
て
い
る
。
利
用
対

象
と
な
る
の
は
自
立
し
て

生
活
で
き
る
方
で
あ
る

が
、
高
齢
に
よ
る
生
活
支

援
や
疾
患
な
ど
へ
の
対
応

が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ

る
。
そ
の
た
め
、
急
変
時

の
対
応
や
過
ご
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

問
介
護
人
材
不
足
へ

の
対
策
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

平
成
10
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
介
護
職
員

初
任
者
研
修
を
継
続
し
て

い
く
。
ま
た
「
ト
ー
タ
ル

ケ
ア
就
学
資
金
貸
与
事

業
」
に
よ
り
介
護
福
祉
士

な
ど
の
資
格
を
取
得
す
る

た
め
の
費
用
を
貸
与
し
、

将
来
的
な
人
材
確
保
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

上野恵美子 議員

将 来 推 計

令和 7年（2025） 令和 12年（2030） 令和 17年（2035） 令和 22年（2040）

総 人 口 5,175 4,563 4,007 3,473

65 歳以上 2,634 2,472 2,185 1,934

75 歳以上 1,603 1,587 1,531 1,439

高 齢 化 率 50.9 54.2 54.5 55.7

高齢者人口の将来推計

（注：この将来推計人口は、住民基本台帳人口をもとに推計したもので、国勢調査人口や現住人口調査をもとに推計したもの
とは数値が異なります。）	 	 	 	
	 出典：第8期介護保険事業計画・第9期高齢者福祉計画より一部抜粋

（単位：人、％）
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問
医
療
機
関
へ
の
送

迎
に
現
在
、
自
費

で
対
応
し
て
い
る
が
、
町

の
支
援
策
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

町
で
は
人
工
透
析

を
除
く
、
通
院
に
係
る
送

迎
に
対
し
通
院
費
補
助
な

ど
の
支
援
は
行
っ
て
い
な

い
。問

「
介
護
タ
ク
シ
ー

や
福
祉
タ
ク
シ
ー

の
検
討
」
と
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
事
業
を
考
え
て

い
る
の
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

移
動
支
援
に
つ
い

て
は
、
町
が
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
し
て
生
活
支

援
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

行
う
「
さ
さ
え
愛
支
援
会

議
」
の
中
で
検
討
が
行
わ

れ
た
。

　

そ
の
中
で
、
現
状
に
お

い
て
は
家
族
や
親
戚
、
地

域
の
助
け
合
い
に
よ
り
支

援
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の

の
、
近
い
将
来
、
こ
う
し

た
支
援
が
立
ち
行
か
な
く

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
現
在
行
わ
れ

て
い
る
助
け
合
い
の
関
係

性
に
配
慮
し
た
う
え
で
、

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
支

援
が
必
要
と
の
意
見
が
ま

と
め
ら
れ
た
。

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
は
、
道

路
運
送
法
第
３
条
に
掲
げ

る
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車

運
送
事
業
を
営
む
も
の
で

あ
っ
て
、
一
般
タ
ク
シ
ー

事
業
者
が
福
祉
自
動
車
を

使
用
し
て
行
う
運
送
や
障

が
い
者
な
ど
の
運
送
に
業

務
の
範
囲
を
限
定
し
た
許

可
を
受
け
た
タ
ク
シ
ー
事

業
者
が
行
う
運
送
と
さ
れ

て
お
り
、
介
護
タ
ク
シ
ー

に
つ
い
て
も
福
祉
タ
ク

シ
ー
と
同
様
に
許
可
を
得

た
事
業
者
が
運
営
す
る
事

業
と
な
る
。

　

そ
の
た
め
、
町
が
福
祉

タ
ク
シ
ー
や
介
護
タ
ク

シ
ー
事
業
を
運
営
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
た
め
、
交

通
事
業
者
や
介
護
事
業
者

な
ど
と
、
町
内
に
お
い
て

当
該
事
業
が
実
施
可
能
か

否
か
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
る
。

移
動
支
援

問 
要
介
護
者
の
移
動
支
援
に
つ
い
て
は

答 
介
護
タ
ク
シ
ー
や
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
検
討

答  関係事業者と連携した対応を行う
問  医療機器使用時、災害による停電が起きた際は

介護福祉の対応

問
在
宅
酸
素
な
ど
電

源
を
必
要
と
す
る

医
療
機
器
を
在
宅
で
使
用

し
て
い
る
方
へ
の
、
大
規

模
災
害
な
ど
が
発
生
し
て

停
電
が
起
き
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
。

答
福
祉
介
護
課
長

停
電
が
発
生
し
た

際
に
は
、
電
力
会
社
か
ら

情
報
提
供
が
あ
り
、
ネ
ッ

ト
上
で
も
確
認
が
で
き

る
。
町
で
は
、
こ
の
情
報

を
も
と
に
町
民
生
活
に
支

障
と
な
る
事
柄
に
対
し
そ

の
都
度
対
応
す
る
。
在
宅

医
療
機
器
、
在
宅
酸
素
な

ど
を
利
用
し
て
い
る
方
に

対
し
て
は
、
停
電
発
生
時

に
対
象
者
を
把
握
す
る
た

め
、
診
療
所
や
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
と
情
報
共
有

を
行
い
、
そ
の
影
響
を
確

認
す
る
と
と
も
に
長
時
間

の
停
電
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
場
合
な
ど
に
は
、
関
係

事
業
者
と
連
携
し
た
対
応

を
行
う
。

問
自
家
発
電
を
自
宅

に
備
え
た
場
合
、

町
の
支
援
策
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

自
家
発
電
の
購
入

に
係
る
支
援
制
度
は
な

い
。

猪俣　常三 議員
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町
民
の
目
線
に
立
ち
、

町
民
と
共
に
持
続
可
能
な

町
づ
く
り
に
向
け
て
邁
進

す
る
た
め
、
職
員
の
人
材

育
成
に
つ
い
て
町
の
考
え

を
伺
う
。

問
職
員
を
採
用
す
る

う
え
で
、
重
要
と

考
え
る
点
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

答
町
長

町
が
求
め
る
人
材

は
、
何
事
に
も
前
向
き
に

取
り
組
む
「
積
極
性
」、

他
者
理
解
や
良
好
な
関
係

を
構
築
で
き
る
「
社
会

性
」、
諦
め
ず
物
事
に
取

り
組
む
「
信
頼
性
」、
協

力
し
て
物
事
に
取
り
組
む

「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
」、

好
印
象
を
与
え
る
態
度
・

姿
勢
、
言
葉
遣
い
な
ど
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
」、
そ
し
て
何
よ
り
も

重
要
な
の
は
「
町
民
に
信

頼
さ
れ
、
町
民
の
目
線
に

立
っ
て
行
動
で
き
る
人

材
」
で
あ
る
。

問
町
が
育
て
た
い
と

思
う
職
員
像
と
は

答  町民に信頼される職員を目指す
問  職員の人材育成及び採用について

町職員

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
町
長

公
務
員
倫
理
を
持

ち
、
法
令
順
守
の
徹
底
、

責
任
あ
る
行
動
及
び
言

動
、
誠
実
な
職
員
で
あ

り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、「
西

会
津
町
職
員
人
材
育
成
基

本
方
針
」
に
お
い
て
期
待

す
る
職
員
像
と
し
て
、

「
時
代
や
状
況
の
変
化
を

読
み
取
り
な
が
ら
仕
事
を

進
め
る
職
員
」「
町
民
か

ら
信
頼
さ
れ
る
職
員
」「
町

民
と
連
携
協
力
し
て
地
域

づ
く
り
で
き
る
職
員
」
を

掲
げ
て
い
る
。

問
町
民
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
性
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

答
総
務
課
長

町
民
と
の
信
頼
関

係
構
築
に
大
変
重
要
と
考

え
て
お
り
、
町
民
の
目
線

に
立
ち
行
動
す
る
こ
と

や
、
町
民
に
対
し
挨
拶
と

笑
顔
で
接
す
る
こ
と
を
励

行
し
て
い
る
。

問
接
遇
等
、
課
長
職

の
方
々
は
研
修
を

受
け
る
の
か
。

答
総
務
課
長

一
泊
二
日
の
新
人

管
理
職
研
修
を
受
け
る
。

政
策
形
成
、
業
務
改
革
研

修
な
ど
、
常
に
研
修
は

行
っ
て
い
る
。
基
本
的
な

接
遇
に
つ
い
て
の
研
修
は

考
え
て
い
き
た
い
。

問
職
員
が
や
る
気
を

も
っ
て
業
務
に
と

り
か
か
れ
る
役
場
組
織
を

築
く
た
め
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

答
総
務
課
長

風
通
し
が
良
く
、

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

問
町
長
・
副
町
長
も

現
場
職
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
機
会
を
持
っ
て
は
ど
う

か
。答

町
長

大
変
重
要
と
考
え

る
。
日
常
で
も
私
か
ら
職

員
に
声
を
か
け
る
よ
う
に

も
気
を
つ
け
て
い
る
。
新

採
用
職
員
に
直
接
講
話
を

す
る
な
ど
、
町
の
方
向
性

の
基
本
的
な
考
え
を
話
し

て
い
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で
な

か
な
か
で
き
な
か
っ
た
。

管
理
職
に
は
職
務
と
し

て
、
職
員
教
育
も
入
っ
て

い
る
と
考
え
て
お
り
、
若

い
職
員
の
意
見
・
提
案
を

吸
い
上
げ
、
町
長
ま
で
上

げ
て
欲
し
い
と
言
っ
て
い

る
。

秦　貞継 議員 

休日でも、ワクチン接種業務をする職員
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清野佐一議長が去る2月1日にご逝去
されました。誠に痛惜、哀悼の極みであ
ります。清野佐一議長は、平成11年６月
の初当選以来、23年余りの長きにわたり
西会津町議会議員として町政の伸展に尽
くされました。中でも令和元年７月より
議長の重責を務められ、これからのご活
躍を誰もが望んでいたところであっただ
けに誠に残念でなりません。心よりご冥
福をお祈り申し上げます。
なお、清野佐一議長は、本年２月28日
付で「従六位旭日双光章」の叙勲を受け
られました。

清野佐一議長がご逝去されました

広聴分科会（５名） 広報分科会（５名）

分 科 会 長 三留　正義 分 科 会 長 伊藤　一男

副分科会長 多賀　　剛 副分科会長 猪俣　常三

青木　照夫 小柴　　敬

秦　　貞継 小林　雅弘

上野恵美子 荒海　正人

広報広聴常任員会　分科会委員の変更

	 議 長　武藤	道廣
広 報 広 聴 常 任 委 員 会	 委 員 長　三留	正義
農業公社設立調査特別委員会　委 員 長　荒海	正人
	 副委員長　小柴	　敬

議会組織の変更
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農
業
公
社
設
立
調
査
特
別
委
員
会

中
間
報
告

12
月
議
会
全
員
協
議
会

議
に
お
い
て
「（
仮
称
）

西
会
津
町
農
業
公
社
」
の

設
立
を
予
定
と
す
る
中
間

報
告
が
さ
れ
た
。
農
業
公

社
に
つ
い
て
は
、
町
と
の

関
係
性
の
高
い
組
織
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
運
営
体
制
や
実
施
す

る
事
業
の
見
通
し
、
町
内

農
業
者
や
農
地
の
維
持
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
る
の
か
な
ど
、
議
会

と
し
て
も
効
果
検
証
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
農
業
公

社
設
立
調
査
特
別
委
員
会

を
設
立
し
た
。

調
査
は
、
議
員
全
員
参

加
に
よ
る
全
8
回
の
会
議

を
実
施
し
た
他
、
視
察
、

参
考
人
招
致
な
ど
町
と
の

協
議
に
と
ど
ま
ら
ず
広
く

調
査
を
実
施
し
て
き
た
。

ま
た
、
議
会
報
告
会
に
お

け
る
懇
談
テ
ー
マ
を
農
業

と
し
、
併
せ
て
農
業
公
社

に
対
す
る
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

第
１
、
２
、
４
回
で
は
、

基
本
構
想
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
農

業
者
や
町
民
に
対
し
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
内
容
を
は
じ
め
研
修
視

察
内
容
、
設
立
検
討
委
員

会
の
会
議
内
容
、
収
支
計

画
、
公
益
性
の
考
え
方
、

人
材
確
保
の
計
画
、
守
る

べ
き
農
地
の
考
え
方
な
ど

詳
細
に
わ
た
り
協
議
を

行
っ
た
。

視
察
で
は
、
農
地
保
全

や
農
業
振
興
を
目
的
に
組

織
さ
れ
た
阿
賀
町
に
あ
る

上
川
農
業
振
興
公
社
、
三

川
農
業
振
興
公
社
と
南
会

津
町
に
あ
る
会
津
高
原
た

て
い
わ
農
産
有
限
会
社
を

視
察
し
た
。

視
察
内
容
に
つ
い
て

は
、
実
施
し
て
い
る
事
業

や
決
算
状
況
、
自
治
体
と

の
関
わ
り
、
役
員
や
従
業

員
の
役
割
、
地
域
や
農
家

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
説

12月14日 第 1回特別委員会 特別委員会による調査事項についての協議

12月20日 第 2回特別委員会
基本計画策定までのアンケートやヒアリング内容、研修視察内
容、設立検討委員会の会議録などの協議

１月18日 第 3回特別委員会 町へ要望する協議事項、視察先、参考人招致などについて協議

２月３日 第 4回特別委員会
収支計画、公益性の重要性、人材確保の計画、守るべき農地の
考え方などについて町と協議

２月８日 視察：阿賀町 上川農業振興公社・三川農業振興公社を視察

２月10日 視察：南会津町 会津高原たていわ農産有限会社を視察

２月21日
第 5回特別委員会
（参考人招致）

参考人招致により各種団体から意見を聴取した

３月７日 第 6回特別委員会
農業公社設立に向けた最終報告についての協議、議会中間報告
書の協議

農業公社設立調査特別委員会の開催・調査の内容

会津高原たていわ農産有限会社視察

議会報告会で意見交換をする様子
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第
５
回
で
は
、
町
内
農

業
者
や
自
治
区
長
な
ど
を

参
考
人
と
し
て
招
集
し
、

町
内
を
取
り
巻
く
農
業
の

現
状
や
今
後
求
め
る
農
業

政
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

第
６
回
で
は
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
協
議
内

容
を
踏
ま
え
中
間
報
告
の

内
容
を
ま
と
め
た
。
内
容

と
し
て
は
、
設
立
に
対
し

概
ね
理
解
し
た
上
で
、
今

後
の
事
業
の
進
め
方
に
つ

い
て
４
点
の
付
帯
事
項
を

付
け
加
え
た
。（
詳
細
に

つ
い
て
は
下
記
の
中
間
報

告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

今
後
も
設
立
準
備
が
進

む
こ
と
か
ら
農
業
公
社
設

立
調
査
特
別
委
員
会
と
し

て
も
注
視
し
な
が
ら
協
議

を
進
め
て
い
く
。

明
を
受
け
た
他
、
長
年
組

織
を
運
営
し
て
き
て
直
面

し
た
経
営
課
題
な
ど
中
山

間
地
域
で
農
業
経
営
を
行

う
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
も
実
施
し
た
。参考人招致を行い各団体より意見聴取阿賀町の農業公社への視察

（報告書一部抜粋）
本町の農業を取り巻く環境は、担い手不足や耕作放棄地の増加、有害鳥獣
対策など早急に取り組むべき課題が山積している。そこで町では農業者等を
交え（仮称）農業公社設立の調査検討を進め、令和４年12月議会全員協議会
で中間報告がされたところである。農業公社については、町との関連性が高
い組織となることから運営体制や実施する事業の見通し、町内農業者あるい
は農地にどのような効果があるのか等、議会としても効果検証が必要と考え、
視察や一般会議等も実施し協議を進めてきた。
その結果、西会津農業公社設立調査特別委員会としては、（仮称）西会津農
業公社設立に関して概ね理解した。なお、今後事業の進め方として以下の４
点について付帯事項とする。
①	 継続して広く町民に対し十分な理解を得る努力をすること。
②	 議会に対して詳細な報告をすること（設立準備から運営全般について）。
③	（仮称）西会津農業公社設立に際しては、議会と十分に協議をし、同

意を得ること。
④	 設立後も農業公社と議会が協議をする場を設けること。
農業公社設立調査特別委員会は、以上の調査結果をもって中間報告とする。
令和5年3月10日
	 農業公社設立調査特別委員会

（仮称）西会津町農業公社設立に向けた調査の中間報告
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町
民
と
議
会
と
の
懇
談
会

議
会
報
告
に
お
け
る
主
な

質
問
な
ど

各
常
任
委
員
会
管
内
事
務

調
査
報
告

問
避
難
場
所
で
あ
る

旧
群
岡
小
学
校
体

育
館
に
つ
い
て
の
総
務
常

任
委
員
会
の
報
告
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
か
。

答
総
務
常
任
委
員
会

管
内
事
務
調
査
の

結
果
を
９
月
議
会
に
報
告

し
た
も
の
で
、
古
材
等
の

早
期
撤
去
や
民
間
企
業
と

の
契
約
の
見
直
し
を
求
め

た
も
の
で
あ
る
。

問
経
済
常
任
委
員
会

の
管
内
事
務
調
査

で
の
報
告
か
ら
、
耐
震
ラ

ン
ク
が
低
い
公
共
施
設
が

放
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
ま
た
解
体
撤
去

を
含
め
今
後
の
見
通
し
や

対
応
の
追
跡
に
つ
い
て
共

有
が
ほ
し
い
。

答
施
設
を
解
体
す
る

場
合
、
補
助
が
な

い
た
め
財
政
的
に
解
体
に

取
り
組
む
こ
と
が
難
し
い

状
況
に
あ
る
。

　

但
し
、
新
し
い
施
設
を

つ
く
る
場
合
な
ど
は
補
助

が
見
込
ま
れ
る
場
合
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
政
策
上
保

留
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
。

令
和
３
年
度
決
算

問
決
算
の
収
支
に
お

い
て
余
剰
金
が
あ

り
余
裕
が
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
そ
の
お
金
は
ど
の
よ

う
に
処
理
さ
れ
る
の
か
。

答
一
般
会
計
か
ら
水

道
事
業
会
計
へ
の

操
出
金
を
縮
小
し
、
そ
の

分
を
含
め
て
企
業
債
へ
の

転
換
「
資
本
費
平
準
化
資

金
の
活
用
」
な
ど
の
対
応

が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら

財
政
的
に
余
裕
が
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

問
㈱
モ
ン
ベ
ル
と
の

契
約
は
町
側
か
ら

申
し
入
れ
し
た
の
か
。

答
本
町
を
含
め
会
津

13
市
町
村
と
会
津

地
方
振
興
局
が
㈱
モ
ン
ベ

ル
と
の
間
で
「
人
生
百
年

時
代
会
津
モ
ン
ベ
ル
広
域

連
携
共
同
宣
言
」
を
行

い
、
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
た
。

　

さ
ゆ
り
公
園
周
辺
は
も

と
よ
り
、
今
後
は
登
山
な

ど
の
山
岳
お
よ
び
河
川
な

ど
の
資
源
を
活
用
し
た
ト

レ
イ
ル
ル
ー
ト
の
設
定
な

ど
の
地
域
活
性
化
、
ふ
る

さ
と
納
税
な
ど
幅
広
い
連

携
を
図
っ
て
い
く
と
す
る

内
容
で
あ
る
。

※
㈱
モ
ン
ベ
ル
・
日
本
の

ア
ウ
ト
ド
ア
総
合
メ
ー

カ
ー
で
本
社
所
在
地
は

大
阪
府
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懇
談
会
で
「
農
業
振
興
」

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
か

ら
の
出
さ
れ
た
主
な
も
の

（
な
お
農
業
公
社
は
仮
称

で
す
）

〇
農
作
物
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得

に
綺
麗
な
水
が
必
要
。
水

道
水
の
活
用
は
で
き
な
い

か
。

〇
農
業
用
水
関
連
施
設
全

般
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い

て
、
農
家
の
負
担
が
心
配

で
あ
る
。
補
助
や
体
制
を

考
え
て
ほ
し
い
。

〇
農
業
公
社
が
管
理
す
る

と
さ
れ
る
耕
作
放
棄
地
は

条
件
が
悪
い
た
め
に
放
置

し
た
場
所
も
あ
る
の
だ
か

ら
、
不
採
算
の
土
地
管
理

は
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

〇
農
業
公
社
の
ア
ド
バ
ア

イ
ザ
ー
は
農
業
経
験
者
や

学
者
で
は
な
く
Ｉ
Ｔ
な
ど

に
特
化
し
、
農
作
業
の
効

率
化
や
農
作
業
の
人
材
不

足
に
対
応
し
た
人
材
を
考

え
て
ほ
し
い
。

〇
農
業
公
社
で
耕
作
放
棄

地
の
活
用
は
、
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

〇
民
業
圧
迫
に
は
な
ら
な

い
の
か
。

〇
農
業
を
活
性
化
す
る
た

め
に
は
面
白
い
事
業
に
な

る
の
で
は
な
い
か

〇
昭
和
村
で
は
既
に
公
社

を
つ
く
っ
て
支
援
し
て
い

る
。
本
町
は
遅
い
。

〇
農
業
公
社
は
公
共
性
が

強
い
よ
う
だ
が
、
収
支
バ

ラ
ン
ス
に
不
安
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

〇
耕
作
放
棄
地
の
活
用

は
、
地
域
性
も
あ
る
が

様
々
な
提
案
を
期
待
し
た

い
。こ

の
他
多
数
の
ご
意
見

等
に
つ
い
て
も
、
今
後
、

農
業
公
社
設
立
調
査
特
別

委
員
会
（
議
会
設
置
）
の

中
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

議
長
へ
議
会
報
告
会
か
ら

の
「
町
へ
の
要
望
事
項
」

を
上
申
し
ま
し
た
。

町
へ
の
要
望
事
項

①
遊
休
施
設
の
管
理
に
つ

い
て

・
旧
群
岡
小
学
校
体
育
館

は
避
難
場
所
と
な
っ
て
い

る
が
、
古
材
や
木
材
が
置

い
て
あ
り
、
総
務
常
任
委

員
会
の
視
察
で
現
状
確
認

後
、
９
月
議
会
定
例
会
で

報
告
し
、
早
期
撤
去
を
要

請
し
た
。
そ
の
後
、
民
間

企
業
へ
の
貸
与
分
に
お
か

れ
て
い
た
古
材
は
撤
去
さ

れ
た
が
、
体
育
館
の
周
り

の
木
材
は
い
ま
だ
に
撤
去

さ
れ
て
い
な
い
。
早
急
に

撤
去
を
求
め
る
必
要
が
あ

る・
町
内
に
あ
る
遊
休
施
設

に
つ
い
て
も
定
期
的
に
草

刈
り
を
行
う
な
ど
、
適
切

な
管
理
を
求
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

②
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

・
近
年
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
が
急
増
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
回
収
回
数
に
つ

い
て
検
討
を
求
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
も
あ
っ
て
、
３
年

間
「
町
民
と
議
会
と
の
懇

談
会
」
が
延
期
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
き
た
。

よ
う
や
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
終
息
に
向

か
っ
て
き
た
た
め
、
町
内

５
地
区
に
お
い
て
の
開
催

と
な
っ
た
。　

令
和
３
年
度
決
算
と
な

る
９
月
議
会
広
報
紙
及
び

12
月
議
会
の
広
報
紙
を
中

心
に
説
明
後
、「
農
業
振

興
」
に
つ
い
て
の
懇
談
会

を
開
催
し
た
。

特
に
農
業
公
社
に
つ
い

て
は
、
耕
作
放
棄
地
問
題

や
、
現
在
耕
作
し
て
い
る

農
地
を
ど
の
よ
う
に
守
っ

て
い
く
か
に
つ
い
て
関
心

が
高
く
、
事
業
内
容
に
つ

い
て
は
農
地
保
全
・
作
業

受
託
な
ど
に
つ
い
て
の
対

話
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思

う
。今

後
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
６
月
実
施
の
議
会
議

員
の
改
選
後
に
ゆ
だ
ね
ら

れ
る
が
、
高
齢
化
や
農
業

就
業
者
減
少
は
待
っ
た
な

し
で
あ
り
、
議
会
と
し
て

も
町
民
と
の
対
話
は
も
と

よ
り
、
町
農
業
の
将
来
を

行
政
と
対
応
を
協
議
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

懇
談
会
終
了
後
の
感
想

懇
談
会
終
了
後
の
感
想

４月11日に町に意見書を提出
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―西会津に暮らした感想は
集落のあり方など、長い時間、自然に寄
り添い洗練されてきた成り立ちに尊敬と居
心地の良さを感じています。
―暮らしてみて印象だったことは
奥川地域づくり協議会の発足に関わる機
会があり、土地を守ることに対して一致団
結していく経過が印象的でした。長年培わ
れてきた知恵が未来に向かって結集してい
く様をみられることを今後も期待していま
す。
―いま取り組んでいる活動は
デジタルの側面から地域課題を見出し、
その解決策を探っています。例えば、デジ
タルよろず相談室でスマートフォンの使い
方を教えていますが、ただ使い方を教える
のではなく、どうして地域課題が生まれる
のかを考え、解決へ繋げていきたいと考え

ています。その一つとして「にぎわい番所
ぷらっと」にアナログな掲示板を設置しお
困り事を広く共有する仕組みを実験的に導
入してみようとしています。
―今後、取り組みたいことは
集落などの小さな規模のコミュニティの
繋がりを強くするような「場」を構想して
います。そこでの交流を起点に、未来に向
けた地域資源の活用を考える土壌ができて
いけばと考えています。
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分
科
会
長　

伊
藤　

一
男

副
分
科
会
長　

猪
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常
三

委　
　

員　

小
柴　
　

敬

委　
　

員　

小
林　

雅
弘

委　
　

員　

荒
海　

正
人

春
の
彼
岸
が
過
ぎ
る
と

同
時
に
、
太
陽
の
日
差
し

が
一
段
と
強
く
感
じ
ら
れ
、

小
鳥
の
鳴
き
声
が
大
き
く

な
り
寒
い
冬
か
ら
春
を
告

げ
て
い
る
よ
う
で
す
。

３
月
定
例
議
会
が
閉
会

す
る
と
同
時
に
「
議
会
だ

よ
り
」
の
作
成
に
取
り
か

か
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

議
会
活
動
の
内
容
を
お
示

し
で
き
る
よ
う
委
員
が
協

力
し
て
作
り
上
げ
ま
し
た
。

今
後
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
を
通
し
て
「
議
会
の
紹

介
」
な
ど
町
民
に
寄
り
添

う
放
送
も
計
画
し
て
い
ま

す
。「
議
会
だ
よ
り
」
が

配
布
さ
れ
る
頃
、
桜
の
見

ど
こ
ろ
も
過
ぎ
て
、
若
草

が
育
ん
で
い
る
事
で
し
ょ

う
。	

猪
俣
常
三

編

集

後

記

議
会
の
動
き

　

令
和
５
年
２
月
８
日
に

開
催
さ
れ
た
全
国
町
村
議

会
議
長
会
第
74
回
定
期
総

会
に
お
い
て
、
武
藤
道
廣

議
員
（
写
真
右
）
が
町
村

このコーナーでは、町内で活躍されている方を取り上げ紹介しています。
今回は、地域おこし協力隊（デジタル戦略推進）の長

なが
橋
はし

幸
ゆき

宏
ひろ
さんです。

全
国
町
村
議
長
会
か
ら

全
国
町
村
議
長
会
か
ら

２
名
の
議
員
が
表
彰

２
名
の
議
員
が
表
彰

議
会
と
し
て
27
年
以
上
在

職
し
た
功
労
に
よ
り
、
多

賀
剛
議
員
（
写
真
左
）
が

町
村
議
会
議
員
と
し
て
15

年
以
上
在
職
し
た
功
労
に

よ
り
、
自
治
功
労
者
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

３
月
10
日
の
議
会
定
例

会
に
お
い
て
表
彰
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

ぷらっとに設置された掲示板


